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1 はじめに 

岐阜県は地理的にも、また人口分布でも

日本のほぼ中央に位置し、織田信長の居城

であった岐阜城、関ヶ原の合戦場等の史跡

や、飛騨高山や奥飛騨温泉郷、世界遺産の白

川村合掌集落、長良川の鵜飼いなど多くの

観光資源が存在しています。産業は古くか

ら林業や繊維業、陶磁器業が隆盛していま

したが、産業構造の変化により、現在はソフ

トピアジャパン(大垣市)、VR テクノセンタ

ー(各務原市)を中心に情報産業の育成を強

力に推進しています。 

また、県の IT 関連施策として電子県庁の

稼働(H16 年 4 月)や岐阜情報スーパーハイ

ウェイの整備(ギガビットネットワーク)、

ぎふポータル(県公式 HP)の充実を通じて

「D(デジタル)一ガバメント」の実現を図っ

ているところですが、特に GIS については

全国でも先進的な取り組みを進めています。 

 

 

2GIS(地理情報システム)とは 

GIS(GeographicInformationSystems) と

は、デジタル化された地図上で、種々の情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と地図とを座標をキーとして結びつけ、コ

ンピュータ上でそれらを統合的に処理する

ことにより様々な形態で表現し、解析・集計

を容易にする情報システムです。 

平成 7 年の阪神淡路大震災においてその

重要性が認識され、政府においては「地理情

報システム関係省庁連絡会議」を設置し、そ

の整備と相互利用について取り組んでいま

す。 

岐阜県では、「岐阜県 IT 戦略推進計画」

の主要プロジェクトとして「岐阜県域統合

型 GIS」の構築を位置付け、岐阜県版電子自

治体「デジタルーガバメント」の実現を目指

しているところです。 

また、GIS は行政利用に限らず民間企業に

おいても広範な活用が想定され、21 世紀の

高度情報通信社会の重要なツールとしてそ

の整備・普及が期待されています。 

 

 

3「岐阜県域統合型 GIS」とは 

GIS はその利用者のニーズが多種多様で

あるため、各種システムに特化した形で個

別に整備される例がほとんどでした。しか

特集 

□「岐阜県域統合型 GIS」と 

その利活用(防災等) 

岐阜県知事公室情報政策課 GIS チーム 

防災地理情報システム(GIS) 
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しながら地図データの重複整備の防止や地

図データの相互利用を推進し、コストダウ

ンと行政の効率化を図るため、地方公共団

体が利用するデータのうち、複数の部局が

利用するデータ(例えば道路、建物、河川、

等高線等)を各部局が共用できる形で整備

し、利用する庁内横断的なシステムとして

「統合型 GIS」が注目されています。 

「岐阜県域統合型 GIS」は「統合型 GIS」

を一自治体である県のみでなく、市町村も

統合した県域レベルで実現しようとするも

のであり、県及び県内各市町村が利用する

データのうち、複数の部署が利用するデー

タを県及び各市町村が共有できる形で整備

し、利用していく県域横断的なシステムを

目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「岐阜県域統念型 GIS」の特徴 

(1)岐阜県ふるさと地理情報センター(GIS

センター)の設立 

県や市町村内で多くの所属に跨る GIS 関

連業務について専門に構築・運営を行うた

め、岐阜県の GIS センター機能を担い、県

域統合型 GIS 推進の中核となる「岐阜県ふ

るさと地理情報センター」を設立した。 

 

(2)岐阜情報スーパーハイウェイの活用 

県では、県関連施設はもちろん、各市町村

役場、大学、高校等教育機関、放送局、ケー

ブル TV、工業団地、IT 関連企業を結ぶ光フ

ァイバー網を既に整備しており、GIS 等の大

容量データも Web で配信・利用できるイン

フラが整備されている。 
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(3)ハイブリット地図の採用 

GIS の整備・運用で最もコストを必要とす

る共用空問データの構築と維持管理を効果 

 

 

的かつ経済的に行うため、行政で整備する

各種地図の管理者が、それぞれが必要とす

る精度で整備し管理する手法を採択した。 
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4「岐阜県域統合型 GIS」の利用 

自治体問等のデータ相互運用を可能とす

る県域統合型 GIS に実現により、多方面で

の応用が考えられますが、特に防災、災害対

策の業務においては次の分野での効率化・

高度化が期待されます。 

①災害予想、防災、災害復旧 

被災情報、地盤情報、土木構造物情報、

建物情報、個人情報、ライフライン情報

等の多方面にわたるデータを県・市町村

の区別なく GIS 上で統合的に処理する

ことにより、迅速かつ確実に被災状況の

把握と災害に対応する施策計画の支援

が可能 

②福祉、緊急医療 

医療機関情報、交通ネットワーク情報、

個人情報等のデータを統合的に扱うこ

とにより、緊急時の対応等の迅速化が可

能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③各種施設情報の保存・共有 

道路、河川、砂防、建物、用地界、上

下水道、ガス、電力線・情報線等の各種

施設の台帳情報等が確実に保存・共有さ

れ、効率的な管理や復旧が可能 

④各種計画シミュレーション 

災害シミュレーション、都市景観シミ

ュレーション、交通量シミュレーション

等の政策決定を支援するシミュレーシ

ョン等の実施が可能 

⑤情報提供サービス 

避難地情報や交通規制情報等の緊急

情報をはじめ、行政情報、観光情報、イ

ベント情報等の各種情報について、イン

ターネット等を通じて県民・市民に対し

て GIS を活用した効果的な提供と情報

公開が可能 
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5 岐阜県総合防災システムでの活用 

岐阜県では「岐阜県域統合型 GIS」の共有

空間データと各種関係地理情報を利用し、

これらの特長・機能を装備した「岐阜県総合

防災システム」を開発中であり、平成 17 年

度の運用開始を目指しています。システム

の稼働により次の効果が期待されます。 

・災害発生時に予想される通常回線の混

雑による情報取得の遅延防止 

情報スーパーハイウェイによる高速大

容量の専用回線確保 

・情報ソースの信頼性確保 

各市町村の専用端末による災害情報

の入力 

・迅速な広域的災害情報把握及び対策方

針決定 

広範囲の情報収集と、GIS を利用した

効率的な情報利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 おわりに(今後の課題) 

GIS の応用は、小はインターネット上での

位置確認地図としての利用から、大は環境

学術分野での地球的生態情報まで非常に広

範囲であり、防災の観点からも広域的な政

策立案から、例えば個別の各家屋毎の情報

(入り口、寝室、家族構成等)による消火活動

や救出活動支援など多種多様な利用が想定

されます。 

しかしながらそれらの利点を享受するた

めには確実な情報の更新と、広く利用され

る環境が必須となります。 

今後、「岐阜県域統合型 GIS」では、市町

村と協働して精度を確保した共有空間の維

持管理を行う仕組みを構築することにより、

行政のみならず各種分野から利用される多

彩な情報空間ベースとなるとともに、県民・

市民の方々がインターネットを通じて気軽

に各種地図情報を利用することができるシ

ステムとなることを目指しています。 

 

 


